
デジタル拡張標本の動き
と世界動向

佐久間大輔
（大阪市立自然史博物館・西日本自然史系博物館ネットワーク）

Iriomote cat illustration by Prof. Mitsuru Moriguchi, Okinawa University.
Logo art by Ms. Takako Tomozawa, NPO Osaka Natural History Center. 
Used with permission. All rights reserved.



２０２４．９．２−７
沖縄県宜野湾市
沖縄コンベンションホール

• Biodiversity Information Standard： TDWG
• 生物多様性情報標準化委員会
• デジタル化したデータの共有、活用、そのために必
要な標準化を議論する学会：今年はコロンビアで開催

• Society for Preserving Natural History Collection : 
SPNHC 自然史標本保存学会

• 自然史標本の取り扱い、管理、活用した研究や教育
の推進などをテーマにし、近年はデジタル撮影なども
推進

• 合同大会は2013年ニュージーランド大会以来。両学会
ともほとんどの参加者は欧米系に偏り、アジアでの参加
が得られていなかった。この局面を打開すべく、日本
開催。
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どんな参加者が来たのか？

• 日本を含む30か国から（約）377人が現地参加 日本国内からは34
人(9%)（うち沖縄県内5人，1日単位で登録した人を含む）。

• 日本以外のアジア圏は台湾（30）を含む７か国地域から45人 （台
湾・中国・韓国・ネパール・インド・マレーシア・フィリピン） 日
本＋アジアあわせて全体の21%（79）。

• 北米40%（アメリカ（152）＋カナダ（3）） ヨーロッパ31%
（イギリス（37）を含む14か国） 豪州6%（オーストラリア
（21）＋NZ(2)) その他の国（エクアドル・メキシコ・チリ・イス
ラエル） 。

• オンライン遠隔参加は34か国から約200人。



どんな発表がなされたのか？
36のシンポジウム、ワークショップ、デモ、ライトニ
ングトーク、コントリビューションセッション、ポス
ターなど多様な発表。
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ハーバリウム管理



モノの安全、ヒトの安全、お引越し
（日本的な感覚でいうと総務部門的内容も）



災害対応
東日本以降、人吉水害なども含め総括



結構現実的な課題共有も
昆虫標本の整理が追いつかないのはスミソニアンも



デジタル拡張標本も次のトレンドに



デジタル拡張標本
• 標本のバーチャルツイン

撮影した画像だけでな
く標本の属性を目一杯もた
せる。

DNA、文献情報、採集時の
情報などなど。その事により
デジタルな標本の利用価値を
上げる。リアルな標本にとっ
ても情報がリッチになる
• どのように標準化するか議
論中



研究成果バウチャーの統合
• 大学などでは、研究成果をデ
ジタルに残す動き、研究成果
の文献をOpenAccessで公開
する動きが強まる
DESに統合しやすい材料



SPNHC,TDWGでも
何度もセッションに



何が妨げになっているか
• プラットフォーム

• ワークフロー

• 大型ファンドによるデータ
ベースとその利用環境の開拓

• アメリカ・ヨーロッパは
SPECIFYやDISCCOなどの先
行プログラムで共通のデータ
ベースや連携の雛形ができて
いるが、国内にはまだない

• この手順で行えば公開できる
という作業手順がない

• AIやロボットなどの出口まで
含めた開発体制を組まないと
大きな投資にはならない



デジタルな
市民参加



実は多くの発表がオープンに公開

https://www.youtube.com/@tdwg
BISS https://biss.pensoft.net/
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YOUTUBEで「TDWG」で検索

Googleで pensoft BISSで検索



成果その１ アジアのネットワーク

• SPNHCもTDWGもアジアのネット
ワークが非常に弱い

• 生物多様性情報の標準化におい
て、地域の利害反映大切

• 単純に日本の研究で比較しなが
ら一緒にやりたいのは近隣諸国
なので情報交換大切

• 言葉でもアジア人同士のほうが楽



成果その２ デジタル化の出口へのヒント
• コレクションマネージメントをどうするのか
画像を撮る、デジタル化することでどうワークフローを変え
るのか

• 標本利用をどう変えるのか
一点づつの標本をじっくり見つめる研究から、大量の標本を
処理する。分布図からAI利用へ、世界中の標本からほしい標本
を選び出す。

• 市民とコレクションの関係をどう変えるのか
アクセスの改善、標本取得の改善、価値をどう伝える

成果その３ サステイナブルMICEとしても評価



プラットフォーム、ワークフロー
• 課題は山積み
• マネッコから始めるのも一つの手
• 本番にいく前にテストケースを積み重ねる必要がある。
• これ以上現場に負担をかけないために
何ができるかが重要なポイント
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